
＜到達目標＞ 自分の習得状況を定期的にチェックせよ。

　　　１ 初項�D、公比�U、項数�Q�の等比数列の初項から第�Q�項までの和の公式を覚えている

　　　２ 無限等比級数の収束条件と、収束するときの和について説明できる

　　　３ 循環小数は無限等比級数であることを理解し、分数で表すことができる

＜次は有名な「無限等比級数」について考えましょう。これは、� �
QU �の極限の復習も兼ねますآ＞

１　次の無限等比級数の収束���発散を調べ，収束するときは，その和�6�を求めよ。
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＜�Σ�記号で表されても対応できるように。＞

２　次の無限級数の和を求めよ。
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＜「無限等比数列」と「無限等比級数」の収束条件を間違わないようにآآ＞

３　次の問いに答えよ。
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　　が収束するような実数�[�の値の範囲を求めよ。また，そのときの和�6�を求めよ。
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　　が収束するような実数�[�の値の範囲を求めよ。また，そのときの和�6�を求めよ。

＜数Ⅰで学習した「循環小数」は、実は無限等比級数なのですآ＞

４　次の循環小数を分数で表せ。
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